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【授業の概要・到達目標】 

 近年、経済学の観点から医療を考察する医療経済学とは異なって、経営学の観点から医療を考える医療経営学

が注目を集めている。本講義は、医療のマクロ的側面をマネジメントの視点から考察するが、単に効率性の観点

から医療の仕組みや医療制度改革を論じるだけでなく、その社会的責任についても併せて考えていく。これらを

理解することで病院を取り巻く医療環境の現状や問題点について説明できる能力を修得する。 

具 体 的 な 到 達 目 標 
ディプロマポリシーとの対応 

1 2 3 4 5 6 

１．医療科学と融合領域に関する広範な知識を身につけることができる。  ○      

２．習得した幅広い知識を現実の問題解決に活用することができる。   ○ ○   

３．他コースの学生と協働して学ぶことができる。   ○     

４．社会の変化によって生ずる医療科学の展開をフォローすることができる。    ○   ○ 
 

【授業の内容】 

1 イントロダクション：医療マネジメント論と病院マネジメント論 

2 医療経営の特徴 

3 医療経済学の視点から 

4 医療政策の視点から 

5 医療における経済学と経営学 

6 わが国の医療システム 

7 医療制度と医療経営 

8 諸外国の医療システム  
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9 診療報酬支払制度  

10 医療制度改革（その必要性と影響）  

11 医療制度改革（DPCの導入）  

12 医療経営を取り巻く環境の変化  

13 医療の質保障とリスクマネジメント(災害対策と事業継続)  

14 日本の医療の論点  

15 総括：病院マネジメント論への展望  

【アクティブラーニングの内容・その他の工夫】 

Ａ：知識の定着・確認 ○ 課題レポート  

Ｂ：意見の表現・交換 ○ 小レポートとそのレビュー 

Ｃ：応用志向 ○ 病院マネジメントへの展開 

Ⅾ：知識の活用・創造   

【時間外学修の内容と時間の目安】 

準備学修 講義の予習（30ｈ）。 

事後学修 復習・実践例の調査（30ｈ）。 
 

【教科書】特に、指定しない。 

       

【参考書】・今村知明・康永秀生・井出博生『医療経営学（第 2版）―病院倒産時代を生き抜く知恵と戦略』（医 

学書院 2011年） 

     ・真野俊樹『はじめての医療経営論』（有斐閣 2020年） 



【成績評価方法及び評価の割合】 

評価方法 割合 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 

小レポート・課題レポート 50％ ○ ○  ○ 

試験 50％ ○    
 

【注意事項】  

【備 考】 

教員の実務経験の有無 ○  

教員の実務経験 令和5年6月まで5年間、大分銀行社外取締役の任にあった。 

教員以外で指導に関わる実

務経験者の有無 
× 

 

教員以外の指導に関わる実

務経験者 

 

実務経験をいかした 

教育内容 

実際の企業経営や経営戦略について、紹介する。 

授業形態 対面 

 


